ソフトバレーボール大会　４人制ローカルルール
１．コート　バドミントンダブルス用コート（外側のライン）を使用
２．ネット　高さ２ｍ、幅８０㎝のソフトバレーボール用ネットを使用
３．ボール　㈶日本バレーボール協会制定のソフトバレーボールを使用
４．ト　ス　試合前に両チーム代表者によるトス（じゃんけん）を行う。
トスに勝ったチームは、サービス権またはコートのいずれか一つを選ぶ。

５．競技者の位置　サービス時、競技者はコート内にいなくてはならないが、
サーブが打たれた後は、どのように移動してもよく、プレー上の制限はない。
６．ローテーション　サービス権を得たチームは、時計回りに一つずつポジションを移動する。
７．交　代　競技者の交代はフリーとする。

８．コートの交替　１セット終了するごとにコートを交替する。
９．得　　　点　３セットマッチとし、２セット先取したチームが勝ちとなる。ラリーポイント
制（サービス権無し）で、１セットは１５点先取とし、デュースは無しとする。
１０．サービス　サービスは１回とし、ネットインを認める。サービス権を失うまでは、同じ人がサービスを行う。サービスは前衛左側の人が行い、バドミントンコートのショートサービスラインとバレーボールコートのアタックラインの間から行う。第２セット目の最初のサービスは、第１セットで最初にサービスを行わなかったチームが行う。また、サービスはアンダーサーブとし、腰から下の位置で打つこととする。
１１．レシーブ等　チームでボールに触れられる回数は３回までとする。但し、ブロックでの接触
は回数に入れない。
１2．アタック・ヒット　男性は、ネットより高い位置からの強烈な返球（以下アタックという。アタックに該当するかは主審の判断による。）及びブロックはすべてにおいて禁止とする。相手がサービスしたボールについては、男女問わずアタック及びブロックを禁止とする。
１3．イン・アウト　ボールが、コート区画線を含むコート内に接触したとき、そのボールはイン
となる。
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